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論文内容の要旨
現在，一般健常人を対象に広く用いられている心肺持久性の評価法は.測定が簡便に.安全に， しかも
安価に施行できるという観点から，最大努力を必要としない運動(最大下運動)時の負何量と心拍数(1m)
の応答に基づき最大酸素摂取呈 (V02max)を推定する方法である。しかし， このノら法では負荷量に対す
るHHの応答を実際には測定していない酸素炭取置と負荷量の標準的な応答に当てはめ.年齢から推定した
最大HRからV02maxを推定しているため.いくつかの誤基-が重なり，妥当性という点で問題がある。そこ
で本論文では，健康づくりの目的で一般健常人が利用するための新しい心肺持久性の評価指標を考案する
ことを試みた。具体的には，従-*のようにVO?maxを推定するのではなく，現丘.健康づくりの現場で比
較的普及している自転車エルゴメータ及びIIHモニタを用いて，最大下運動時の漸増負荷に対する相対心拍
数 (%HR)の増加率そのものを指標として評制する方法，すなわち相対心拍数増加半 Ct:.%HR/ムWR)
による評価法である。このム%HR/t:.wnを指標とする評価法l乱現在すでに古ー及している測定機揺を用
いるため，現行と同様に測定が簡便に，安全に，安価に，他行でき， しかも現行の方法と比較して，データ
処理の途中経過や推定法がより明確で，より妥当性の高い評価法と身えられる。
本論文は有ーつの章より構成し，第 1 草di緒言として研究背景，研究胃的について述べた。第日章~j:心肺
持久性の評価指標としてのム%HR/ムWRの考案に関する章であり，第 1節ではム%HR/t:.WR及びその
体重補正値であるム%HR/ム (WR/HM)を考案した経緯とその求め方の詳細について辿、べた。第2節
では推定精度について，第3節では再現性について検討し.ム%111{/ムWR及びt:.%HI{/ t:.(WR/B.'V1) 
は推定精度.再現性ともに優れた指標であることを検証したの第周章は企%HR/t!.WRに関連する要因に
関する章であり，第 1節では性・年齢との関係について， d.%HR/ムWH及びム%HR/ d. (WR/B~1) 
は男女とも概ね20-60歳の聞で緩やかに増加することを検証した。第2節では競技者と非競技者の比較ーか
ら. (j， %HR/ d WR及びf1%HR/ム (WR/I3M)のトレーニングによる改善について検証したの第3節
では身体制成及び呼吸・循環器系に関する諸指標を説明変数とする重回帰分析から，ム%HR/ムWRの相
互関連要因について検証した。第lV章はs%llf{/d.WHの実用的意義に関する章であり，第 l節では競技
者の心肺持久性評価の指標として妥当性が高と考えられるVO，rnax及び最大運動時負荷量 CWHmax)の
実測偶との関係から検討し，ム%HR/t!.WRはVOzrnax及びWRmaxとそれぞれ角ー意に高い相闘を示し，
妥当性の高い心肺持久性の評価指標であることを検証した。第2節ではn本人成人男女2430名のデータか
ら企%HR/(j， WR及びu%HR/ム(WR/BM)の性別・年齢別の 5段附評価某準値を作成した 3 第V章
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は総括として本論文の内存についてまとめるとともに，実際に.d.%IIH/!1WRを健康づくり施設で試用し
た上での留意点についても言及した。
以上より，本論文において考案したム%HR/ムWR及びs%HR/.d CWR/BM)を指標とする心肺持
久性の評価ー法は，測定が簡便に，安全に.安価に施行でき，データ処理の途中経過や推定法ーがより明確で，
しかも推定精度，再現性，心肺持久性の評価法としての妥当性に優れており，健康づくりを同的とする一
般健常人の心肺持久性の評価法としての有同性が非常に高い。また，本論文において作成した.d.%HH/ム
WR及び.d.%I!I{/.d. CWR/B¥il)の評価基準値は，健康づくりのための運動指導を行う際の有用な基礎
データとなり得る。
論文審査の結果の要旨
本論文は，心肺持久性の評価として徒米から用いられている最大酸素摂取量 CV02rn似)に変わる新指
標.相対心拍数増加率〈ム%HH/ムWR)の考案とその再現性，妥当性.関与因子を検討し，さらに日本
人の標準値を作成したものである。 VO~maxの測定には呼気ガス分析需が必要で， しかも測定時に最大努
力を必要とするため.一般健常人や高鮒者にとって適切な方法とはいえない。そのため，一般の心肺持久
性の評価には，運動負荷に伴う心拍数の応容からV02ma.xを推定する方法が広く 1いられているが， この
方法は例人寿が大きい上に実際には測定していないV01maxを推定により求めるため，妥当性という点で
問題がある。このような背;長の疋，一般健常人のために測定が簡便に，安全に.安価に施行でき， しかも
データ処理の途中経過や推定法が明確な心肺持久性の新しい指標，ム%HR/ムWRの再現性，支ー当性を検
討し，実用性を検証することは忘義がある。
第H章でU.，.d%HR/ムWR及びその体需補正値である.d.%IIH/ム (WH/B:¥Il)の求め方を述べ，両
指僚の実{jl.J値と推定値が相闘をIfえしたことから，推定精度に優れた指標であること， さらに再現性にも優
れた指際であることを検証した。第E章は，この指標に関連する要因として. 20-60歳のいずれの年齢に
おいても性差がみられたこと，また男女共に年齢の間には有意な正相関が認められたことから.両指標は
性よがあり.さらに，男女とも概ね20-60歳の間で緩やかに増加することを実証した。また競技者では，
非競技者に比べて両指標とも有意に低く， \ゆ~maxU:有意に高かったことより， トレーニングが影響する
ことを実証したのさらに，ム%IIH/ムWHを昌司R変数にした重回帰分析により，体重， MCV， %肺活量
の梢が大きいほど， さらに身長， {体本脂肪i斗半卒主:，最高血圧の値カがt小さいlほまどム%日R/oWRの柿カがi小さいこと
を検t主副祉u正fした口第lV章では， 両t指旨標lは立V02rnaxおよひ
性の評耐仰側li指標として妥当性が高いことを示したc 木論文の最後に，日本人の一般成人. 20歳からfi4歳の2430
名(男性:814名，女性:1616名)のデータからe.%日R/ムWR及び.d.%HR/.d (WR/BM)の性別・
年齢別の平均値と様準偏差を検討し性耳IJ・年齢別の5段階評hliの基準値を作成した。このデータは日本
人の心肺持久性の標準{i~í として，今後検査現場で広く利用されることが期待される。
以とより，本論文において考案したム%lJR/.dWR及びム%IIR/o (WR/BM)による心肺持久性の
評価は，測定が簡便に，安全に.安価に施行でき，データ処理!の途中経過や推定法がより明確で， しかも
推定精度，同現t't:，心肺持久性の評価指標としての妥当性に優れており，健康づくりのR的で一般健常人
の心肺持久性を評価するための指標として有舟性が非常に高い。また，本論文において作成したム%HR/
D. ¥VR及び.d.%HR/ム (WR/HM)の性別・年齢別の評価某準値は，一般健常人の健康づくりのための
運動指導を行う際の某礎データとなり得る。さらに.これらの指標が健喋づくりの現場で背及することは，
ー般健常人の総合的な体力のつである心n.，li持久性をより客観的により適切に評価することになり，ひい
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ては健康づくりのためのより適切な助言・指導の・ー助となるこ とが期待できる。よって本論文は，博士
〈学術)の学位を授与されるに値するものと判定した。
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